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風
穴
を
開
け
た
鉄
道
活
性
化
委
員
会	

平
成
か
ら
令
和
に
元
号
が
変
わ
っ
た
が
、

今
後
30
年
と
い
う
平
成
の
時
代
と
同
じ
長
さ

の
年
月
で
先
を
見
て
み
る
と
、
大
阪
に
は
Ｉ

Ｒ
構
想
や
大
阪
万
博
の
開
催
、
な
に
わ
筋
線

の
開
業
、
さ
ら
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、

北
陸
新
幹
線
の
大
阪
延
伸
と
数
々
の
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
控
え
て
い
る
。

京
阪
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ら
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
程
度
目
途
の
立
つ
２
０
５

０
年
を
想
定
す
る
未
来
像
と
し
て
、「
京
阪

グ
ル
ー
プ
長
期
戦
略
構
想
」
を
打
ち
出
し
、

新
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
「
美
し
い
京
阪
沿
線
、
世

界
と
つ
な
が
る
京
阪
グ
ル
ー
プ
へ
」
の
実
現

に
向
け
、
中
長
期
の
戦
略
か
ら
な
る
諸
施
策

を
推
進
す
る
。
グ
ル
ー
プ
の
中
核
を
担
う
京

阪
電
鉄
も
、
２
０
２
６
年
度
を
目
標
年
次
と

す
る
長
期
経
営
戦
略
の
主
軸
戦
略
「
沿
線
再

耕
」「
観
光
共
創
」
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。

中
で
も
、
２
０
１
７
年
８
月
に
運
行
を
開

始
し
た
有
料
座
席
指
定
の
特
別
車
両
「
プ
レ

ミ
ア
ム
カ
ー
」
に
注
目
し
た
い
。
プ
レ
ミ
ア

ム
カ
ー
は
、
大
阪
・
淀
屋
橋
駅

－

京
都
・
出

町
柳
駅
間
（
京
阪
本
線
・
鴨
東
線
）
を
１
時

間
足
ら
ず
で
結
ぶ
特
急
用
車
両
８
０
０
０
系

（
８
両
編
成
）
に
１
両
連
結
さ
れ
て
い
る
。

１
９
１
０
年
の
開
業
か
ら
１
０
０
年
以
上
の

歴
史
の
中
で
、
高
い
レ
ベ
ル
の
特
急
サ
ー
ビ

ス
を
「
追
加
料
金
な
し
」
で
提
供
し
て
き
た

京
阪
電
車
に
と
っ
て
、
初
の
有
料
特
急
と
な

る
。プ

レ
ミ
ア
ム
カ
ー
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、

井
上
欣
也
取
締
役
（
営
業
推
進
部
長
）
は

「
当
社
は
１
９
９
１
年
を
ピ
ー
ク
に
輸
送
人

員
が
減
少
し
て
い
た
が
、
数
年
前
か
ら
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
も
あ
り
、
ご
利
用
が
増
え

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一

時
的
な
も
の
で
、
沿
線
人
口
の
減
少
も
あ
り
、

い
ず
れ
再
び
減
少
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ス
ト
を
下
げ

る
努
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
鉄
道
事
業
を
少

し
で
も
右
肩
上
が
り
に
復
活
さ
せ
る
『
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
』
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
」
と
、
そ
の
背
景
を
説
明
す
る
。

こ
う
し
て
２
０
１
３
年
に
立
ち
上
が
っ
た

の
が
「
鉄
道
活
性
化
委
員
会
」
で
あ
る
。
役

職
や
部
署
に
関
係
な
く
、
社
内
で
横
断
的
に

広
く
議
論
を
行
う
位
置
付
け
で
、
鉄
道
事
業

の
経
験
の
な
い
社
員
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
た
。

実
際
、
委
員
会
で
は
２
０
０
以
上
の
ア
イ

デ
ア
が
出
た
が
、
そ
の
中
で
最
終
的
に
絞
ら

れ
た
案
が
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
の
開
発
だ
っ

た
。
そ
し
て
２
０
１
４
年
12
月
、
プ
レ
ミ
ア

ム
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。

特
集
：
鉄
道
旅
客
サ
ー
ビ
ス
の
進
化

［
京
阪
電
車〝
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
〟と
叡
山
電
車〝
ひ
え
い
〟］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之
／
写
真
提
供
◉
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

２
０
１
７
年
８
月
に
運
行
を
開
始
し
た
、

京
阪
電
車
の
有
料
座
席
指
定
特
別
車
両
「
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
」
が
好
調
だ
。

こ
れ
ま
で
高
い
レ
ベ
ル
の
特
急
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
京
阪
電
車
が
、

初
め
て
導
入
し
た
有
料
座
席
指
定
の
特
別
車
両
で
あ
る
。

２
０
２
５
年
の
大
阪
万
博
を
初
め
数
々
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
控
え
る
大
阪
、

日
本
文
化
を
堪
能
で
き
る
都
市
と
し
て
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
増
え
続
け
る
京
都
、

２
都
市
を
結
ぶ
都
市
間
輸
送
が
進
化
し
た
。

よ
り
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
鉄
道
旅
客
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
―
―

「
特
急
の
京
阪
」「
技
術
の
京
阪
」
と
し
て
名
高
い

京
阪
電
車
が
出
し
た
一
つ
の
解
答
が
こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
で
あ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
の
開
発
か
ら
現
在
ま
で
、
そ
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
。

沿
線
再
耕
・
観
光
共
創

「
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
」に
よ
る

都
市
鉄
道
の
新
た
な

特
急
サ
ー
ビ
ス

R
E
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「
特
急
の
京
阪
」
が
つ
く
る
特
別
車
両

「
特
急
の
京
阪
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

京
阪
電
車
は
進
取
の
精
神
で
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

や
テ
レ
ビ
カ
ー
、
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
な
ど
、

民
鉄
の
先
駆
け
と
な
る
特
急
専
用
車
を
開
発

し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
が
連
結
さ
れ
た
特
急
用

車
両
８
０
０
０
系
は
、
１
９
８
９
年
、
京
阪

本
線
の
三
条
駅
か
ら
叡
山
電
鉄
と
接
続
す
る

出
町
柳
駅
ま
で
を
結
ぶ
鴨
東
線
開
業
を
契
機

に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
車
両
で
あ
る
。
開
放
的
な

大
き
な
窓
と
落
ち
着
い
た
車
内
空
間
か
ら

「ELEGA
N

T
 SA

LO
O

N

」
の
愛
称
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
撤
去
さ
れ
て
い
る

が
、
か
つ
て
は
テ
レ
ビ
カ
ー
と
し
て
も
運
用

さ
れ
て
い
た
。
１
９
９
７
年
、
１
９
９
８
年

に
新
造
し
た
２
階
建
て
の
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー

車
両
も
増
結
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
区
間
で
は
３
０
０
０
系
も
主
に

特
急
・
快
速
急
行
と
し
て
走
行
し
て
い
る
。

こ
の
車
両
は
２
０
０
８
年
の
中
之
島
線
開
業

を
機
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
京
阪
電
車
で

は
こ
の
時
点
よ
り
新
世
代
車
両
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
風
流
の
今
様
」
を
打

ち
出
し
た
。
沿
線
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
「
文
化
・
風
情
」
と
モ
ダ
ン

な
日
本
美
、
歴
史
を
持
ち
つ
つ
新
し
い

時
代
へ
と
進
ん
で
き
た
京
阪
電
車
の

「
現
代
的
感
覚
」
を
融
合
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
特
徴
あ
る
特
急
車
両
が
す

べ
て
、
乗
車
券
の
み
で
利
用
で
き
る
と

い
う
の
が
、
京
阪
電
車
が
選
ば
れ
る
理
由
で

あ
り
、
強
み
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
着
席

保
証
と
は
い
え
有
料
と
し
た
の
は
、
京
阪
電

車
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す

サ
ー
ビ
ス
へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
証
し
と

も
言
え
る
。

「
特
急
車
両
は
看
板
列
車
だ
と
い
う
意
識

は
社
員
に
も
強
い
。
京
阪
特
急
の
イ
メ
ー
ジ

を
さ
ら
に
高
め
る
新
し
い
特
急
サ
ー
ビ
ス
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
」
と

井
上
取
締
役
も
語
る
。

２
０
１
４
年
か
ら
本
格
的
な
検
討
が
始

ま
っ
た
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
の
形
式
に
た

ど
り
着
く
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
要

し
た
と
い
う
。
不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
鉄

道
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
年
齢
な
ど
利
用
者
の
大

き
な
属
性
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、
個
々
人

が
持
つ
嗜
好
や
価
値
観
に
よ
っ
て
も
評
価
が

分
か
れ
る
。
ま
た
、
観
光
客
や
高
齢
者
の
中

に
は
追
加
料
金
を
払
っ
て
で
も
着
席
保
証
を

希
望
す
る
乗
客
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
自
社

線
の
リ
サ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
他
社
線
の
先

行
事
例
を
検
討
し
て
見
え
て
き
た
。

で
は
、
着
席
需
要
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の

か
。
京
阪
線
の
特
急
が
走
行
す
る
大
阪
・
淀

屋
橋
駅

－

京
都
・
出
町
柳
駅
間
は
約
１
時
間

京阪電気鉄道株式会社
取締役 営業推進部長

井上欣也
Kinya INOUE

特別車両としての品格が漂う「プレミアムカー」
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弱
と
乗
車
時
間
も
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
な

い
。「

１
編
成
す
べ
て
か
、
１
両
か
。
１

編
成
す
べ
て
が
有
料
座
席
指
定
で
は
、

ラ
ッ
シ
ュ
時
は
満
席
に
な
っ
て
も
昼
間

は
埋
ま
ら
な
い
。
一
方
、
既
存
車
両
の

ま
ま
１
両
の
み
着
席
保
証
し
て
有
料
化

す
る
手
法
は
、
ご
利
用
者
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
と
は
思
え
な
い
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

当
時
は
営
業
推
進
部
運
転
課
に
所
属
し
て
い

た
山
口
淳
経
営
企
画
部
長
は
説
明
す
る
。

そ
こ
で
出
た
の
が
１
両
を
有
料
座
席
指
定

制
の
特
別
車
両
と
し
て
改
造
す
る
案
だ
っ

た
。
し
か
し
、
８
０
０
０
系
に
は
、
特
別
車

両
と
し
て
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
が
連
結
さ
れ
て

い
る
。

「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
を
有
料
座
席
指
定
の

車
両
に
充
て
る
と
い
う
案
も
出
た
が
、
ダ
ブ

ル
デ
ッ
カ
ー
は
京
阪
特
急
な
ら
で
は
の
『
運

賃
だ
け
で
利
用
で
き
る
エ
ク
ス
ト
ラ
車
両
』

と
し
て
20
年
以
上
、
特
急
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
き
た
。
さ
ら
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
は
っ

き
り
と
し
た
〝
差
〟
を
打
ち
出
す
車
両
に
す

べ
き
と
考
え
た
。
コ
ス
ト
も
重
要
だ
が
、
効

率
だ
け
で
は
測
れ
な
い
も
の
を
提
供
し
て
こ

そ
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
」（
山

口
部
長
）

車
両
の
改
造
と
い
う
当
初
予
定
よ
り
も
は

る
か
に
大
き
な
投
資
に
、
経
営
陣
か
ら
の
了

承
は
す
ぐ
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
幾
度

も
事
業
計
画
を
練
り
直
し
て
い
く
中
で
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
の
ほ
か
に
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
活
発
な
行
動
や
働
き
方

改
革
、
女
性
の
社
会
で
の
活
躍
に
よ
っ
て
、

定
期
・
定
期
外
と
も
に
復
調
の
兆
し
に
転
じ

て
い
た
こ
と
も
、
成
功
を
確
信
さ
せ
る
一
因

と
な
っ
た
」
と
井
上
取
締
役
は
語
る
。

８
０
０
０
系
の
10
編
成
に
、
順
次
で
は
な

く
一
気
に
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
を
連
結
し
て
運

行
す
る
。
車
両
の
改
造
以
外
に
も
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
座
席
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
、
時
間
と
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
者
は
日
常
業
務
と
並
行
し
て
の

激
務
と
な
っ
た
が
、
２
０
１
７
年
８
月
20

日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
か
ら
２
年
８
カ
月

を
経
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
は
運
行
を
開
始

し
た
。

風
雅
を
モ
ダ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン

京
阪
電
鉄
社
員
や
関
係
者
の
熱
い
思
い
で

実
現
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
に
乗
車
し
て
み

よ
う
。
８
両
編
成
の
６
号
車
が
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ー
で
、
ホ
ー
ム
に
は
専
用
の
乗
車
位
置
が

指
定
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
待
っ
て
い
る
と
、

や
が
て
赤
と
黄
色
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
８

０
０
０
系
が
入
線
し
て
く
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ー
は
京
阪
電
車
初
の
１
扉
車
で
、
赤
を
基

調
に
扉
回
り
に
は
金
を
配
色
、
豪
奢
な
雰
囲

京阪電気鉄道株式会社
経営企画部長

山口 淳
Atsushi YAMAGUCHI

上／扉横の行先表示には出発時間も表示
左／客室は読書にも適した白色の照明
下／座席部の枯山水柄のカーペット

上／乗降部は扉近くの仕切りで客室と隔てている
左／プライベート感を高めるヘッドレスト
下／コンセントは全席に配備している

京橋駅ホームに停車する特急8000系
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気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

デ
ザ
イ
ン
は
３
０
０
０
系
も
手
掛
け
た
Ｇ

Ｋ
デ
ザ
イ
ン
総
研
広
島
に
よ
る
も
の
で
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
部
の
鈴
木
ス
バ
ル
デ
ザ

イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
「
８
０
０
０
系
車
両

は
２
扉
車
で
、
当
初
は
そ
の
ま
ま
の
予
定

だ
っ
た
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
を
選
択
し
て

乗
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
乗
降
口
か
ら

他
の
車
両
と
は
異
な
る
特
別
感
が
必
要
だ
と

考
え
た
」
と
語
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
専
用
乗
務
員
で
あ
る
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
の
案
内
で
そ
の
扉
に
入
る
と
、

乗
降
部
が
広
く
取
ら
れ
、
ス
モ
ー
ク
ガ
ラ
ス

で
区
切
ら
れ
た
向
こ
う
側
に
客
室
が
あ
る
。

客
室
を
よ
り
く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
す
る
た
め

に
、
あ
え
て
乗
降
部
の
ス
ペ
ー
ス
を
玄
関
の

よ
う
に
確
保
し
た
と
い
う
。
内
装
は
漆
黒

と
生
成
り
を
基
調
に
、
金
を
ア
ク
セ
ン
ト
カ

ラ
ー
に
配
し
た
落
ち
着
き
感
の
あ
る
モ
ダ
ン

な
空
間
で
、「
風
流
の
今
様
」
を
継
承
し
つ

つ
、
く
つ
ろ
ぎ
感
を
よ
り
高
め
た
「
静
寂
の

月
夜
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
る
。

「
扉
回
り
に
は
〝
月
〟
の
意
匠
を
、
座
席

や
カ
ー
ペ
ッ
ト
、内
壁
に
は〝
霧
の
山
稜
〟
や

〝
霞
〟〝
枯
山
水
〟を
表
現
す
る
な
ど
、
妥
協
な

く
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
一
か
ら
京
阪
電
鉄
や

素
材
メ
ー
カ
ー
と
つ
く
り
あ
げ
た
。
色
や
柄

か
ら
も
モ
ダ
ン
さ
と
雅
や
か
さ
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
」
と
鈴
木
デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
語
る
よ
う
に
、
外
観
・
内
装
と
も
に
風
流

な
「
花
鳥
風
月
」
の
世
界
観
が
広
が
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
は
京
阪
電
車
の
車
両
部

で
設
計
さ
れ
て
い
る
が
、
車
両
部
と
Ｇ
Ｋ
デ

ザ
イ
ン
総
研
広
島
が
快
適
性
と
デ
ザ
イ
ン
性

の
両
面
に
お
い
て
、
最
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は

座
席
で
あ
る
。
ま
ず
座
席
数
だ
が
、
通
常
の

車
両
で
は
２
列
＋
２
列
の
58
席
で
あ
る
の
に

対
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
で
は
２
＋
１
の
３

列
で
40
席
と
し
た
。

「
８
０
０
０
系
車
両
の
シ
ー
ト
前
後
間
隔

は
９
２
０
㎜
だ
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
は
新

幹
線
並
み
の
１
０
２
０
㎜
間
隔
に
拡
大

し
て
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、
上
質
感
を
出

し
た
。
民
鉄
の
中
で
も
当
社
の
車
両
は

大
き
い
方
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
数
字

が
収
益
と
の
ぎ
り
ぎ
り
の
均
衡
だ
っ

た
」
と
井
上
取
締
役
は
語
る
。

ゆ
と
り
あ
る
空
間
に
加
え
、
京
阪
電

車
で
は
初
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト

を
採
用
し
、
広
い
ひ
じ
掛
け
や
大
き
な
ヘ
ッ

ド
レ
ス
ト
を
装
備
す
る
こ
と
で
、
座
席
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
感
も
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
、
最

長
で
も
１
時
間
未
満
と
い
う
利
用
時
間
に
合

わ
せ
、
敢
え
て
身
体
が
沈
み
こ
ま
な
い
固
め

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
採
用
し
た
と
い
う
。

Ｇ
Ｋ
デ
ザ
イ
ン
総
研
広
島
は
、
駅
サ
イ
ン

の
デ
ザ
イ
ン
、
３
０
０
０
系
以
降
の
車
両
デ

ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
い
る
。
長
ら
く
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
プ

レ
ミ
ア
ム
カ
ー
で
あ
り
、
２
０
１
８
年
に
は
叡

山
電
車
の
「
ひ
え
い
」
を
誕
生
さ
せ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
度
に
は
10
分
ご
と
の
運
行
に

プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
の
利
用
料
金
は
５
０
０

円
。
山
口
部
長
は
、「
関
西
は
値
段
に
シ
ビ

ア
な
の
で
、
料
金
設
定
に
は
慎
重
に
な
っ
た

が
、
淀
屋
橋

－

出
町
柳
の
運
賃
が
４
７
０
円

で
、
合
計
で
１
０
０
０
円
未
満
で
あ
れ
ば
ご

利
用
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

決
定
し
た
」
と
話
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
発
売
は
、

特
急
停
車
駅
窓
口
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

専
用
サ
イ
ト
「
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
ク
ラ
ブ
」

で
行
っ
て
い
る
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
ク
ラ

株式会社ＧＫデザイン総研広島　
プロダクトデザイン部
デザインディレクター

鈴木スバル
Subaru SUZUKI

リクライニングシートでゆったり快適に過ごせる広い座席。回転可能で対座にもできる
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ブ
」
の
予
約
で
は
、
希
望
の
座
席
を
シ
ー
ト

マ
ッ
プ
で
指
定
で
き
る
と
と
も
に
、
チ
ケ
ッ

ト
レ
ス
で
乗
車
が
可
能
だ
。
開
発
着
手
か
ら

1
年
半
で
利
便
性
の
高
い
座
席
予
約
シ
ス
テ

ム
を
完
成
さ
せ
た
。

「
当
社
は
有
料
座
席
指
定
車
に
お
い
て
は

後
発
組
に
な
る
。
そ
の
分
、
ウ
ェ
ブ
決
済
の

ウ
エ
イ
ト
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
た
」

（
山
口
部
長
）
と
い
う
。

平
日
の
昼
間
、
乗
車
し
た
車
内
で
は
、
海

外
か
ら
の
観
光
客
や
中
高
年
の
グ
ル
ー
プ
客
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
、
多
様
な
人
々
が
思
い

思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

「
移
動
時
間
で
あ
っ
て
も
自
分
だ
け
の
空

間
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い

る
。
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
空
間

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
う
」
と
井
上
取

締
役
は
、
新
た
な
都
市
鉄
道
の
あ
り
方
の
一

つ
に
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
移
動
」
を
提
示
す
る
。

利
用
率
も
想
定
よ
り
も
高
く
、
平
日
は
６

割
、
土
休
日
は
８
割
に
上
る
と
い
う
。

現
在
、
上
下
線
と
も
に
特
急
は
１
時
間
に

６
本
運
行
し
て
い
る
が
、
う
ち
８
０
０
０
系

車
両
は
4
本
で
、
残
り
の
２
本
は
３
０
０
０

系
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
中
に
は

３
０
０
０
系
に
も
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
を
連
結

さ
せ
る
予
定
で
、
実
現
す
れ
ば
必
ず
10
分
ご

と
に
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
に
乗
車
可
能
な
運
行

と
な
る
。

「
現
在
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ー
の
運
行
は
淀
屋
橋
発
で
７
時
台
に
３
本
、

８
時
台
に
１
本
と
な
っ
て
い
る
。
３
０
０
０

系
は
２
列
＋
１
列
の
座
席
配
置
で
、ラ
ッ
シ
ュ

時
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
列
車
運
用
へ
の
対
応

が
可
能
な
車
両
。
３
０
０
０
系
用
の
プ
レ
ミ

ア
ム
カ
ー
を
新
造
し
て
全
６
編
成
に
組
み
入

れ
れ
ば
、
大
半
の
特
急
列
車
に
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ー
が
導
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
朝
ラ
ッ

シ
ュ
時
に
も
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
を
ご
利
用
い

た
だ
け
る
。
現
在
、
仕
様
を
設
計
中
だ
が
、

８
０
０
０
系
の
赤
の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
と
３

０
０
０
系
の
青
の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
が
走
行

す
る
こ
と
に
な
る
」（
井
上
取
締
役
）

京
阪
電
車
の
高
頻
度
・
特
別
車
両
の
有
料

座
席
指
定
サ
ー
ビ
ス
は
、
民
鉄
の
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
る
可
能
性
も
高
い
。

全
車
両
座
席
指
定
の
「
ラ
イ
ナ
ー
」

利
用
客
の
着
席
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
、
ほ
か
に
も
混
雑
す
る
朝
・
夕

の
通
勤
通
学
時
間
帯
に
運
行
す
る
全
車
両
座

席
指
定
の
「
ラ
イ
ナ
ー
」
が
あ
る
。
プ
レ
ミ

ア
ム
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
翌
日
の

２
０
１
７
年
８
月
21
日
に
導
入
さ
れ
た
。

当
初
は
、
朝
の
大
阪
方
面
行
き
（
枚
方
市

発
と
樟
葉
発
）
の
み
だ
っ
た
が
、
ニ
ー
ズ
も

あ
っ
た
た
め
、
朝
の
出
町
柳
発
、
夕
方
の
京

都
方
面
行
き
２
本
を
加
え
た
。
現
在
は
、
平

日
、
朝
の
大
阪
方
面
行
き
３
本
、
夕
方
の
京

都
方
面
行
き
２
本
を
運
行
し
て
い
る
。
利
用

料
金
は
３
０
０
円
（
ま
た
は
３
８
０
円
）
で

あ
る
。

「
ラ
イ
ナ
ー
の
存
在
を
認
知
し
て
い
た
だ

く
こ
と
、
ま
た
周
知
す
る
ま
で
の
誤
乗
回
避

が
重
要
と
考
え
、
一
部
の
扉
か
ら
乗
車
す
る

よ
う
車
両
も
改
造
し
た
。
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
も

１
編
成
に
つ
き
３
人
乗
車
し
て
い
る
」
と
井

プレミアムカーには専属のアテンダントが乗務。きめ細やかなサービスを提供する

パソコン利用や小物置きに便利な大型テーブルを
配置（左）。外国人観光客に対するサービス向上と
してラゲッジスペース（中）も装備している

プレミアムカーのチケッ
トは予約専用サイト「プ
レミアムカークラブ」ま
たは特急停車駅のイン
フォステーションで事前
に購入する
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上
取
締
役
は
語
る
。

ラ
イ
ナ
ー
は
、
従
来
の
列
車
に
置
き
換
え

る
の
で
は
な
く
、
増
便
す
る
形
の
運
用
と
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
も
、
京
阪
電
車
が

特
別
な
電
車
を
利
用
す
る
人
だ
け
で
は
な

く
、
利
用
し
な
い
人
に
も
配
慮
し
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
。

駅
を
拠
点
と
す
る
沿
線
都
市
再
生
へ

有
料
座
席
指
定
と
い
う
新
た
な
特
急
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
た
京
阪
電
車
だ
が
、
今
後
、
鉄

道
利
用
を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
く
べ
き
か
。

「
鉄
道
の
優
位
性
を
さ
ら
に
発
揮
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
。
定
時
運
行
や
着
席
、
ま
た
国

内
外
を
問
わ
ず
お
客
さ
ま
の
多
く
は
ネ
ッ
ト

上
の
検
索
で
最
短
時
間
の
ル
ー
ト
を
探
さ
れ

る
の
で
、
接
続
や
特
急
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

な
ど
選
ん
で
い
た
だ
け
る
ダ
イ
ヤ
に
し
て
い

く
。
今
後
も
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
井
上
取
締
役
は
話
す
。

ま
た
山
口
部
長
も
「
鉄
道
は
大
量
輸
送
が

強
み
だ
が
、
そ
の
中
で
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

や
こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
意
外
に
も
思
え
る

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
で
、
移
動
の
ス
ト
レ
ス
を

な
く
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
く
。
そ
う
し

た
中
で
Ｍ※

ａ
ａ
Ｓ
へ
の
対
応
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
」
と
抱
負
を
語
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
に
よ
り
、
観
光
輸

送
と
い
う
面
が
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
車
内

放
送
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
表
示
、
各
駅
の
案
内

表
示
な
ど
の
多
言
語
化
も
進
め
て
い
る
。
Ｈ

Ｐ
も
多
言
語
で
対
応
し
、「
駅
案
内
や
切
符

の
買
い
方
な
ど
の
ほ
か
、
沿
線
の
主
な
名
所

な
ど
も
案
内
し
て
お
り
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
個
人
旅
行
客
に
と
て
も
重
宝
さ
れ
て
い

る
」（
井
上
取
締
役
）
と
い
う
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
お
け
る
課
題
と
し

て
は
、「
日
本
人
の
利
用
者
で
あ
れ
ば
、
暗

黙
知
で
分
か
り
合
っ
て
い
る
情
報
で
も
、
海

外
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
。
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
の
対
応
に

は
、『
想
像
力
』
や
き
め
細
や
か
さ
が
よ
り

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
」
と
山
口
部
長

は
語
る
。

例
え
ば
、
輸
送
障
害
が
あ
っ
た
時
、
な
ぜ

運
転
を
見
合
わ
せ
て
い
る
の
か
、
振
替
輸
送

は
ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
か
、
そ
う
し
た

情
報
を
迅
速
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

ま
た
、
駅
自
体
へ
の
集
客
も
重
要
だ
。
一

例
を
挙
げ
れ
ば
、
中
之
島
駅
で
は
ホ
ー
ム
に

停
車
し
た
電
車
を
店
舗
に
見
立
て
て
飲
食
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
枚
方
市
駅
で
は
「
え

き
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
駅

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
す
る
な
ど
駅
自
体
の

魅
力
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
大
き
な
計
画
と
し
て
は
、
都
市

再
生
緊
急
整
備
地
域
に
指
定
さ
れ
た
中
之

島
・
淀
屋
橋
・
天
満
橋
・
京
橋
地
区
で
は
、

駅
を
含
め
た
再
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
に
も
述
べ
た
大
阪
の
数
々
の
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
い
、
市
内
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
充
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
中
之
島
線
延
伸
も
含
め
、
鉄
道
を
軸
に

大
阪
の
進
展
を
加
速
さ
せ
て
い
く
京
阪
グ

ル
ー
プ
と
京
阪
電
鉄
の
役
割
は
大
き
い
。

祇園四条駅に停車するプレミアムカー。アテンダントが乗客を迎える

※マース：複数の移動手段を連動して利用できるサービス


